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騒動 の 結末 と 、 ヒ ュ ン ケル が マ ァ アム に か けた か っ た 言葉 。 
これ で も か と いつ くら い 独 自 路線 に 走っ て いる 気 が し ます ・・・。 
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橿 の 木 は 、 両 手 を 広げ 後 欠 


陽 が 沈み 、 森 が 聞 に 包ま れ た 。 

この 日 は 、 月 は 出 て お り 、 森 の 中 に も 薄明 か り が 届い て いた 。 

も と も と 、 和 森 に 囲ま れ た ネイ ル 村 で 生ま れ 育 っ た マ ァ ム は 夜 目 が 
効く 。 

それ に 、 彼 ら の テン ト か ら 漏 れる 明か り が 、 肖 導 の 中 、 そ の 存在 
を 浮き 上 が ら せ て いた 。 

近く の 村 の 住人 は 、 夜 の 森 に は 足 を 踏み 人 れ な い 、 と 吉 う こと を 
知っ て いる の だ ろう 。 夕 暮れ 時 より も 、 彼 ら は むし ろ 警 戒 し て いる 
表 子 が 見 られ な か っ た 。 

酒 を 的 み 交わ し て いる の だ ろ つ か 、 遠 く か ら 、 談 笑 の 声 や 足音 も 
漏れ 聞こ えて いた 。 

マ ァ ム は 正面 か ら 戦 っ て も 、 多 勢 に 無 勢 、 不 利 だ と いう つこ と は わ 
か っ て いた 。 

本 当 は 、 深 夜 、 男 た ち が 寝 静 ま る の を 待つ べき な の だ ろう つう 。 し か 
し 、 そ こま で 待っ て いて は 、 エ リカ の 身 に 危険 が 及ぶ 可能 性 が 高 
い 。 こ れ 以 上 は 待て な か っ た 。 

マ ァ ムー 人 で 、 大 勢 の 男 た ち を か く 乱 し 、 確 実に エリ カ を 救助 で 
きる こと 、 そ し て 、 エ リカ の 身 の 安 全 。 そ の バラ ンス を 考え る と 、 
陽 が 落ち 切っ た ば か り の この と き し か な か っ た 。 

マ ァ ム は 、 男 た ちの 様子 を 注意 深く つか が っ て いた 。 男 た ち が 、 
テン ト か ら テ ント へ と 移動 する 様 が 遠目 に つか が えた 。 

そし て 、 移 動 す る 人 影 が いな く な っ た の を 見 計ら っ て 、 マ ァ ム は 
窪地 に 下り た 。 

マ ァ ム は 、 テ ント の 後ろ と 窪地 の 壁面 の 間 に 身 体 を 滑り 込ま せる 
と 、 大 きく 息 を 吸い 、 右 の 拳 を 引い た 。 

そし て 、 テ ント の 柱 に 狙い を 定め 、 一 撃 を 繰り 出し た 。 

鈍い 音 と と も に 、 テ ント の 柱 に ひび が 入る 。 

マ ア ァ ム は 、 手 近 な 柱 に 、 次 々 に 開 を 打ち 込ん で いっ た 。 

柱 が 折れ る 鈍い 音 と と も に 、 テ ント の 天幕 が ば さり と 落ち た 。 

男 た ちの 間 鳴 が 響き 渡る 。 


「 な 、 な ん だ ! ?」 
「 英 襲 か ? 」 
「 何 も 見 えな い ぞ ! ! 」 
「 ラ ンタ ン 消 せ ! 燃え 移る ぞ ! ! 」 
「 外 に 出ろ ! 」 

マ ァ ム は 素早 く 移動 を する と 、 他 の テン ト の 裏 に 回 り 、 次 々 と 潰 
し て いっ た 。 

何 が 起こ っ た の か わか ら な い 男 た ち は 、 つ うろ た え 、 右 往 左 往 し て 
いる 。 

マ ァ ム は 、 テ ント の 背後 か ら 背 後 を 潜り 抜け 、 そ うし て 、 最 後に 
残し た まま に し て いた テン ト に 駆け 込ん だ 。 

「 エ リカ ! 」 

マ ァ ム は 叫ん だ 

少女 らし い 後 姿 が 消え た テン ト 。 こ こ に 彼女 が 捕らわれ て いる は 
ず だ 。 

「・・・ マ アム ちゃ ん 。 」 

聞き 覚え の ある 声 が 返っ て くる 。 

だ が 、 マ ァ ム は 、 ほ っ と する こと も で きず 、 テ ント の 人 入り口 で 、 
その 幕 を 徳 し た まま 、 絶 句 し た 。 

eS 

エリ カ は 、 確 か に 、 そ の テン ト の 中 に いた 。 

両手 を 後ろ 手 に 纏 ら れ た まま 、 泣 き は ら し た 目 で 、 マ ァ ム を 見 上 
げ て いた 。 

し か し 、 テ ント の 上 部 か ら 吊 り 下 げ ら れ た ラン タン の 照ら す 光 景 
は 、 マ ァ ム が 想像 も し て いな か っ た も の だ っ た 。 

そこ に いた の は 、 エ リカ だ け で は な か っ た 。 

いく つも の 、 色 彩 の 異な る 頭 が 見 える 。 

ざっ と 見 た だ け で 、 7 - 8 人 の 少女 た ち が 、 そ こ に は いた 。 旨 ら 
れ て は いな いも の の 、 体 を 丸め て うず くま っ て いる 子 や 、 床 に 倒れ 
て いる 子 も いた 。 

エリ カ よ り も 年 上 の 、17-~- 18 歳 くら い に 見 える 娘 も いれ ば 、 
まだ ほん の 少女 に し か 見 えな い 子 も いた 。 

そし て 、 そ の 顔立ち や 、 髪 の 色 か ら 、 明 ら か に ロモ ス の 者 で は な 


い 娘 さえ も いた 。 

マ ァ ム は 吐き 気 が し た 。 

この 娘 た ち を 放っ て は お けなし い )。 

マ ァ ム は 、 少 女 た ち に 声 を か けた 。 

「 助け に 来 た わ ! 逃げ る わ よ 、 立 っ て ! ! 」 

マ ァ アム は 、 エ リカ を 立た せる と 、 そ の 腕 の 縄 を 切っ た 。 万 が 一 の 
時 の た め に 、 小 型 の ナイ フ は 持ち 歩い て いた 。 

そし て 、 マ ァ ム は 、 お び え た 表情 の 少女 た ち を 鼓舞 し た 。 

「 み ん な 、 逃 げ る わ よ ! 行き まし ょ う ! ! 」 

だ が 、 少 女 た ち は 、 う ずく まっ た まま 立ち 上 が ら な か っ た 。 お 互 
い に 身 を 寄せ 合っ て 、 お び え た 表情 を 変え る こと も な く 、 和 丸く な っ 
て いた 。 

マ ァ ム は 戸惑っ た 。 時 間 が な い の だ 。 

「 どう し た の ? 逃げ る の よ ! ! 」 


「 や だ っ ! 」 
「 怖い ・ e ・ 居 いい ・ ・・。 」 
「【1 や っ ! 1 」 


少女 た ち は 、 ロ 々 に 恐怖 や 拒否 の 吉 葉 を 叫ん だ 。 

エリ カ は 、 不 安 げ に マ ァ ム を 見 た 。 

「・・・ マ アム ちゃ ん 。 」 

エリ カ は マ ァ ム の すぐ そば で 立ち 上 が っ て いる 。 彼女 だ け な ら 連 
れ て すく 逃げ られ る 。 

だ が 、 お そら く 、 そ れ な り の 期間 捕らわれ た まま に な っ て いた で 
あろ つこ の 少女 た ち を 見 過ごす こと は マ ァ ム に は で き な か っ た 。 
「 誰 だ ! 誰か いる の か ? 」 

「 侵入 者 か ! ?」 

マ ァ ム は 、 は っ と し て 振り 返っ た 。 テ ント の 外 か ら 男 た ちの 声 が 
響く 。 

見 つか っ た 。 

時 間 が な い 。 

マ ァ ム は 、 こ の テン ト に 吊る され た ラン タン を 見 上 げた 。 

火 で か く 乱 し よう か 。 そ の 隙 に 逃げ る こと も で き る 。 

だ が 、 す ぐに 思い な お し た 。 


そん な こと を し て は 、 こ こ に いる お び え た 少女 た ち が 巻 き 込ま れ 
る 。 火災 で 死ん で し まう つか も しれ な いしい )。 
取れ る 手段 は いく つも な か っ た 。 
マ ァ ム は 、 誠 を 噛ん だ 。 毅 然 と し た 目 で 、 面 を あげ た 。 
「 エ リカ 、 み ん な を 逃がし て 。 私 が 時 間 を 作る わ 。 」 
「 マ アム ちゃ ん 1! ?」 
「 大 丈夫 よ 。 あ ん な 連中 に 負け な い 。 
それ より も 、 み ん な ! 」 
マ ァ ム は 少女 た ち に 向かっ て 叫ん だ 。 
「 逃げ る の よ ! ! 
自分 の 足 で ! 立っ て 、 逃 げ て ! 
間 1 間 隊 
逃げ る の よ ! 」 
マ ア ム は 、 そ う 吉 つ うと 、 テ ント の 外 に 出 て いっ た 。 
「 マ アム ちゃ ん ! 」 
背後 か ら 、 エ リカ の 声 が 聞こ えた 。 
マ ァ ム が 外 に 出る と 、 す で に テン ト の 周り に は 、 1 0 人 近い 男 た 
ち が 集 まっ て いた 。 ど の 者 も 、 抜 身 の 語 や ナイ フ を 手 に し て いた 。 
テン ト か ら 漏 れ た 光 が マ ァ ム を 照ら す 。 
男 た ちの 前 に 、 逆 光 に 照ら され た マ ァ ム の 姿 が わ に な る 。 
彼ら は 、 マ ァ ム を 見 る と 、 目 を 丸く し た 。 意外 そう な 声 を あげ 
る 。 
「w3w 何 だ 、 選 人 いつ は ほ 。 
「 こい つが 侵入 者 か ? 」 
「・・・ ず いぶ ん か わい いい お 客 さ ん じゃ ね え か 。 」 
「 上 玉 だ 。 」 
「 俺 た ち に 、 か わい が っ て ほし いい のか? 」 
男 た ち は 、 マ ァ ム を 若い 娘 だ と みて 侯 っ た 。 
侯 る よう つ な 見 下 し た 目 つ き に 、 マ ァ ム を 品定め する 下品 な 視線 。 
粗野 な 笑い 声 。 
マ ア ァ ム は 忠 嘩 が 走っ た 。 
男 の 一 人 が 、 剣 を 納め 、 マ ァ ム に 近づい た 。 
「 怖い 顔 す る な よ 、 お 姉ちゃん 。 あ ん た みた いな 子 な ら 歓 迎 する 


ぜ 。」 

そう 吉 っ て マ ァ ム に 手 を 伸ばし た 。 

だ が 、 そ の 手 は 彼女 に 届く こと は な か っ た 。 

マ ア ァ アム は 、 勢 いよ くそ の 手 を 払う つと 、 男 の 腹 に 、 強 烈 な 膝 蹴 り を 
食らわ せ た 。 

「 つ ぐつ ・・・!」 

男 が うめ いて 膝 を 折る 。 

「 こ の 女 ・・・!」 

「 ふざけ や が っ て ! 」 

ー 瞬 で 、 空 気 が 変 わっ た 。 

男 た ちの 目 に 危険 な 色 が 宿る 。 マ アァ ム に 対す る 敵意 が 串 わ に な っ 
た 。 

「 あ ん た た ち に 、 私 が 捕らえ られ る と 思っ て いる の ! ? 」』 

わっ と 男 た ちの 声 が 上 が る 。 関 の 声 が 響く 。 

マ ア ァ ム も 身構え た 。 

向かっ て くる 男 た ち に 、 挙 を 、 跡 り を 繰り 出し 、 次 々 に 男 た ち を 
地面 に 斬 倒 させ て いっ た 。 

その 様 に 、 初 め は マ ァ ム を 侯 ト っ て いた 男 た ちの 顔色 が 変わ っ た 。 
ws な 所 し りつ 。 

「 気 を つけ ろ 、 手 練 れ だ ! 」 

じりじり と 、 遠 巻き に マ ァ ム を 囲み 、 剣 の 切っ 先 を 向け る 。 
マ ァ ム は 、 男 た ちと 対 財 し な が ら 、 意 識 は 常に 背後 の テン ト に 向 
屋 ぞ いた だ 。、 
ー エ リカ 、 お 願い ・・・ 早 く 逃 げ て ・・・! 

テン ト の 入り 口 の 幕 は 落ち て お り 、 中 の 様子 は 見 えな い 。 

だ が 、 背 後 の 少女 た ちの 気配 は な か な か 消え な か っ た 。 

少女 た ち が 動 けず に いる こと が 窪 せ られ た 。 

マ ァ ム は 焦っ た 。 

いつ まで 時 間 が 稼げ る か 。 自 分 一 人 で どこ まで 持ち こたえ られ る 
か 。 
どの 男 た ち も 、 剣 を 向け な が ら も 、 マ ァ ム の 体 に まだ 傷 ひ と つつ 
けら れ て いな い 。 そ の 前 に 合 は 落と され 、 却 っ て マ ァ ム の 攻撃 を 食 
らい 、 次 々 に 倒さ れ て いく 。 


だ が 、 何 し ろ 、 多 勢 に 無 勢 だ 。 

も と も と 、 マ ァ ム の よう な 武闘 家 は 、 一 人 で 大 勢 の 敵 を 相手 に す 
る こと に 向い て いな い )。 

次 第 に 、 マ ァ ム の 拳 に も 、 疲 れ の 色 が 見 え 始 め て きた 。 

マ ア ァ アム は 迷っ た 。 

逃げ る べき か 、 ど うつす る か が 。 

エリ カ ひ と り 抱 えて 逃げ る こと は で きる 。 だ が 、 そ うし た ら ほ か 
の 少女 た ち は ど うつ な る の だ 。 

マ ア ァ ム の 中 の 焦り と 、 不 安 が 大 きく な る 。 
ー ダ メ だ 、 私 ひと り じ ゃ ・・・。 助 け を 呼ば な いと ・・・。 

悔し さと 、 不 安 と 、 少 女 た ち の 身 の 安 全 へ の 強い 危 が 入り 混 じ 
る 。 

ここ まで か 。 

ーー 時 撤退 。 

その 吉 葉 が 脳裏 を よぎっ た その と きだ っ た 。 

つつ 4 の Ok よ 

あら め ぬ 方 向 か ら 男 の 喝 が 上 が っ た 。 

区 い て 、 マ アァ アム は 、 そ の 声 が 上 が っ た 右 の 方 向 を 見 た 。 

ほか の 男 た ち も 、 手 や 足 を 止め 、 そ ちら を 見 る 。 

光 が 走 っ た 。 

鋭い 矢 の よ つ な 、 細 い 光 が 、 こ の 窪地 に 向かっ て 降っ て きた 。 

一 瞬 走 っ た 光 の 矢 が 消え る と 、 ま た すぐ さま 、 次 の 一 撃 が 走り 、 
光 の 軌跡 を 描い た 。 

「 な 、 な ん だ ! ?」 

「 魔法 か ? 」 

その 鋭く 細い 光 の 筋 は 、 か つて 、 ロ モス で ポッ プ が 見 せ た 集 束 ギ 
ラ の 光 に 似 て いた 。 

だ が 、 マ アァ ム は すぐ に 気づい た 。 
一 違う ・・・。 魔 法力 じゃ な い )。 

光 の 矢 が 次 々 と 注 が れる 。 そ の た びに 、 そ れ に 射 抜か れ た 男 が 地 
面 に 倒れ た 。 

「 何者 だ ! 」 

「 つ わっ 1 ! 


「 お い 、 し っ か けり けり しろ! 」 

男 た ちの 混乱 に 拍車 が か か る 。 

マ ァ アム は その 光景 を 呆然 と し た 面持ち で 見 つめ て いた 。 

男 た ち を 射 抜き 仕 陣 め て いく この 光 。 

マ ァ ム は 気付 いて いた 。 
ー こ れ は 、 賠 気 だ ・・・! 

次 の 瞬間 、 マ ァ アム の 耳 に 、 あ り 得 な い は ず の 声 が 聞こ えて きた 。 
「 マ アム っ ! ! 無事 か ! ?」 

マ ア ァ ム は 耳 を 疑っ た 。 

そん な こと は あり 得 な しい !。 

だ っ て 、 マ ァ ム は 何 も 吉 っ て こ な か っ た 。 何 も 知ら せな か っ た 。 

それ に 彼 は 、 体 を 壊し て いる の だ 。 も っ う 2 戦士 で も な い 。 

それ な の に 、 ど うつし て 、 い まこ こ で 、 彼 の 声 が 聞こ える の だ 。 

呆然 と する マ ァ ム の 目 の 前 で 、 影 が 、 さ っ と 窪地 に 舞い 降り た 。 
「 マ アム っ つっ! !」 

まっ すぐ に 彼女 に 向かっ て 駆け 寄る その 姿 。 

マ ァ ム は 、 両 手 で 口 を 導 っ た 。 

どう て 。 

ど つ し て 来 て くれ た の 。 

マ ア ァ ム の 頭 に その 言葉 が 駆け 巡っ た 。 

マ ァ ム が 声 も 出せ ず に いる と 、 彼 は マ ァ ム に 駆け 寄り 、 ほ っ と 安 
載 の 表情 を 浮か べた 。 
「 よかっ た 。 無事 だ な 。 」 
「・・・ ヒ ュ ン ケル 。 」 

マ ァ ム は よう や く 、 そ の 名 を 呼ん だ 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 す ぐに マ ァ ム を 痛 に か ば うと 、 男 た ち に 向き 下 っ 
た 。 

マ ァ ム と は 異な る 、 長 身 の 、 鍛 えら れ た 体 駆 を 持つ 、 明 ら か に 戦 
士 と 思わ れる その 姿 に 、 男 た ちの 敵意 が 高まっ た 。 
「 こ ご いつ ・・・!」 
「 叩き 斬れ っ ! ! 」 

ヒュ ン ケ ル は 左手 に 持っ た 剣 を 前 に 出し 、 そ の 妃 を 下 に 下げ た ま 
ま 右 掌 を 柄 に 当て る と 、 男 た ち に 狙い を 定め た 。 


剣 の 柄 と 鎧 の その 十字 か ら 、 白 い 光 弾 が 走る 。 

闘気 弾 だ 。 

細く 、 威 力 を 落と し た も の で ある が 、 そ れ は 矢 の よう に 男 た ちの 
間 を 走り 、 数 名 の 者 を 射 抜い た 。 

男 た ち は 、 そ の 攻撃 に 一 瞬 ひ る ん だ が 、 す ぐに 体勢 を 立て 下 し 
た 。 

「 落ち 着け ! 奇妙 な 技 を 使う つが 、 ど う せ 一 人 だ ! 」 

ヒュ ン ケ ル は 振り 返ら ず 、 マ ァ ム に 尋ね た 。 

「 マ アム 、 こ いつ ら は 。 」 

「 盗賊 団 よ 。 」 


「 わか っ た 。 」 

彼女 の 短い 返事 に 、 ヒ ュ ン ケル は すぐ に 事情 を 察し た 。 予想 し て 
いた よう で も あっ た 。 

だ が 、 次 の マ ァ ム の 吉 葉 は 、 ヒ ュ ン ケル を 驚 憎 させ る の に 十分 な 
も の で あっ た 。 


マ ア ム は 、 ヒ ュ ン ケル の 背後 か ら 彼 に 懇願 し た 。 

「 ヒ ュ ン ケル ・・・ 後 ろ の テン ト に 女の子 が 捕まっ て いる の ! エリ 
カ だ け じ ゃ な い 、 何 人 も いる の ! あの 子 た ち を 助け た い の ! ! 」 
マ ァ ム の 言葉 に 一 瞬 だ け 、 ヒ ュ ン ケル が 息 を 飲む 音 が し た 。 

だ が 、 彼 は 、 す ぐに 平静 を 取り 戻す と 、 振 り 返 ら ず に マ ァ ム に 応 
えた 。 

「 大 丈夫 だ 。 心 配 す る な 。 」 

その 背中 に 、 マ ァ ム は 、 か つて 何 度 も 戦場 で 見 た 、 兄 弟子 の 後姿 
を 見 た 。 鍋 の 魔 剣 を 、 魔 槍 を まとっ た その 後ろ 姿 が 今 の 彼 と 重なっ 
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大 丈夫 だ 。 

何 度 も 聞い た その 吉 葉 が 、 マ ァ ム の 胸 に し みる 。 

根拠 の な い 確 合 が マ ァ ム の 胸 に 広がっ た 。 

ヒュ ン ケ ル が 来 て くれ た 。 も つ 大 丈夫 だ 。 

だ が 現状 で は 、 男 た ちの 敵意 の 蘭 っ た 眼差し が 、 ヒ ュ ン ケル に 注 
が れ て いる 。 す で に マ ァ ム た ち は 取 り 囲 まれ て いた 。 

男 た ちの 一 人 が ヒュ ン ケ ル に 切り か か る 。 

彼 は その 剣 を 、 自 身 の 剣 で 受け 止め る と 、 相 手 を 蹴り 飛ば し た 。 


ヒュ ン ケ ル の 蹴り を 受け て 、 斬 りか か っ た 男 は 背後 に 吹き 飛ば さ 
れ た 。 

だ が 、 思 っ た より も 、 近 く で その 男 は 地面 に 倒れ た 。 

男 の 一 人 が 声 を あげ た 。 

「 ま と め て か か れ ! あの 変 な 光 に 気 を つけ さえ すれ ば 、 こ いつ の 万 
力 は 弱い ! 」 

マ ァ ム は 顔色 を 変え た 。 

ヒュ ン ケ ル の 体 は 、 今 で も 万 全 で は な い 。 こ ん な に 何人 も の 敵 を 
相手 に で きる は ず が な い !。 
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だ が 、 前 に 出 よ うと し た マ ァ ム の 前 に 腕 を 出し 、 ヒ ュ ン ケル は 彼 
女 を 制止 し た 。 

「 乗り込ん で き や が っ て 、 た だ で 済む お と 思っ て ん の か ! ! 」 

その 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル が 大 の 端 を あげ た 。 彼 の 面 に 上 っ た 不 敵 
な 笑み は 、 か つて の 不死 騎 団 長 を 和 初 徳 と させ る も の で あっ た 。 
「・・・ お 前 た ちの よう な 無法 者 の 集団 に 、 無 策 で 飛び 込ん で くる 
ご 思 づ が ャ プ ュ 

そう 吉 う と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 も つう 一 度合 を 構え た 。 

男 た ち が 身 構え る 中 、 闘 気 の 矢 が 走る 。 

だ が 、 そ の 光 は 、 ど うし た こと か 、 上 方 に 向かい 、 あ ら め ぬ 方 向 へ 
と 飛ん で いっ た 。 

男 た ち は 噌 笑 し た 。 

「 どこ に 向かっ て ・・・。」 

だ が 、 そ の 言葉 は 、 ヒ ュ ン ケル の 声 に か き 消 され た 。 

ヒュ ン ケ ル は 叫ん だ 。 

「 軸 て! !」 

それ が 合図 だ っ た 。 

次 の 瞬間 。 

この 窪地 に 向かっ て 、 無 数 の 矢 が 降り 注い だ 。 

な 、 な の だ ! イブ 」 

右 か ら 、 左 か ら 、 複数 の 方 向 か ら 矢 が 飛ん で くる 。 魔法 力 や 闘 気 
で は な い )。 

現実 の 矢 だ 。 


間 に 包ま れ た 森 の 中 か ら 、 突 然 、 獣 が 所 を び い た よ うな 錯覚 に 男 
た ち は 捕 らち われ た 。 

「 ば 、 ば か な ! 」 

「 こ ん な 田舎 村 に 兵士 が いる は ず ・・・。」』 

矢 は 、 次 々 と 飛ん で くる 。 

あちこち の 方 向 か ら 。 

何 度 も 、 何 度 も 。 

その 射手 の 次 は 、 森 に 隠さ れ 見 えな い )。 

何人 いる の か も わか ら な いり 。 

男 た ち は 混 乱 に 陥っ た 。 

そし て 、 彼 ら は 見 た 。 

ヒュ ン ケ ル の 持つ 合 の 柄 。 そ こ に 閣 気 が 束 され て いく 。 
闇夜 を 切り 有 像 く よ う な 鮮烈 な 光 。 

今 ま で の 痢 気 の 矢 と は ケタ 違い に 大 き な 闇 気 の 光 だ 。 

細い 闘気 の 筋 で さえ 、 何 人 も の 男 を 倒し た の だ 。 

あれ を ぶつ けら れ た ら ひ と た まり も な い !。 

男 た ち は 蒼 白 に な っ た 。 
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「 マ ズ イ ・・・! 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 手 元 に 闘気 の 光 を 集め た まま 叫ん だ 。 

「 頭 ( か し ら ) を 出せ ! お 前 た ち で は 話 に な らん ! 

お 前 た ちの 頭 は どこ だ ! ! 」 

その まま 、 彼 は 男 た ち を 上 み 据え た 。 闘気 を 集束 させ た ヒュ ン ケ 
ル の 手元 の 剣 が 、 そ の まま 前 に 突き 出さ れる 。 

男 た ち は 、 恐 怖 に 駆 ら れ た 。 

する と 、 少 し し て 、 彼 ら の 人 垣 が 割れ た 。 

その 中 か ら 、 ヒ ュ ン ケル より 少し 年 重 ( と し か さ ) の 、 だ が まだ 
若い 男 が 一 人 、 前 に 進み 出 た 。 

周囲 の 男 た ち が 、 戸 惑 い ざわ めく 中 、 そ の 男 は ヒュ ン ケ ル に 向 
か っ て 吉 葉 を 発し た 。 

「 頭 は 俺 だ 。 

話 を 聞こ う 。」 


ヒュ ン ケ ル は 、 盗 賊 た ちの 頭 だ と 名 乗る その 男 を まっ すぐ に 見 据 
えた 。 だ が 、 賠 気 の IX 束 も 止め ず 、 剣 も 下げ な か っ た 。 

頭 は 、 彼 の 意図 を 察し 、 手 下 た ち に 腕 で 示し た 。 

「 お 前 た ち は 下 が れ 。 」 

「 で も 。 」 

「 早 くし ろ 。 あ の 一 撃 を 浴び た い の か 。 」 

男 た ち は 、 し ぶし ぷ ぶ 背 後に 下がっ た 。 

頭 の 男 は 、 ヒ ュ ン ケル の 様子 を 見 な が ら 、 背 後 の 男 た ち に 指示 を 
し た 。 

「 語 を 外せ 。 地 面 に 置け 。 」 

守ら 1 』 

「 や れ 。 」 

男 た ち は 、 戸 惑 い な が ら も 、 そ れ ぞ れ 、 持 っ て いた 剣 を 地面 に 置 
いた 。 

頭 の 男 は 、 ヒ ュ ン ケル に 向き 直っ た 。 

「 俺 は この まま で 失礼 する 。 さ す が に こい つら の 前 で 丸腰 で は 面子 
( メン ツ ) が 立た な い 。 」 

「・・・ し いい だ ろう 。」 

その 言葉 に 、 ヒ ュ ン ケル も 剣 を 下ろ し た 。 賠 気 を 解く 。 

盗賊 の 頭 は 、 呪 文 を 唱え た 。 
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ふわ けり と 、 彼 ら の 周囲 が 光 で 包ま れ た 。 照光 呪文 だ 。 

し か し 、 そ の 範囲 は 広く な い 。 盗 賊 の 頭 と 、 ヒ ュ ン ケル 、 マ アァ 
ム 。 3 人 の 周囲 だ けが 明る く な っ た 。 

ヒュ ン ケ ル が 身構え た の に 気付 き 、 頭 は 彼 に 説明 を し た 。 

「 俺 の 魔法 力 で は この 範囲 が 限界 だ 。 森 の 射手 を いぶ り だ すこ と は 
で き な い 。 安 心して くれ 。 

た だ 、 顔 を 見 て 話 を し た 方 が よさ そう だ と 思っ た だ け だ 。 」 
その 言葉 に 、 マ ァ ム が 人 閣 い た 。 魔法 を ある 程度 使え る 彼女 は 、 頭 
の 吉 葉 が 嘘 で は な いと わか っ て いた 。 

彼 は 、 ま っ すぐ に ヒュ ン ケ ル を 見 る と 、 短 く 吉 葉 を 投げ か けた 。 
「 要求 は な ん だ 。 」 

だ が 、 ヒ ュ ン ケル は 、 そ の 吉 葉 を 切り 捨て た 。 


「 要求 な ど 何 も な い 。 俺 は お 前 た ち に 警 寺 を し に 来 た だ け だ 。 」 


「 称 告 ・・・?」 


盗賊 の 頭 が 、 い ぶ か し げに 眉 を ひそ め る 。 

ヒュ ン ケ ル は 詩 葉 を つづ けた 。 

「 間もなく 、 こ こ に ロモ ス 軍 が や っ て くる 。 捕 纏 さ れ た く な けれ 
ば 、 早 々 に 立ち 去る が いい 。 」 

声 を あげ た の は 、 背 後 の 手 下 た ち だ っ た 。 

「 ロ モス 軍 だ と ・・・? 」 

「 馬鹿 な ! 何故 そん な こと が 吉 え る ! ! 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 彼 ら に も 聞こ える よう に 声 を あげ た 。 

「 俺 た ちの 仲間 が 、 す で に ロモ ス 王 都 に 走っ て いる 。 相手 は 騎兵 
だ 。 数 時 間 も す れ ば 到着 する だ ろう 。 」 

盗賊 た ち に ざわ めき が 起こ っ た 。 誰か が 、 そ の 動揺 を 打ち 消す よ 
うに 声 を あげ た 。 

「 は っ た けり だ ! 田舎 村 の 住人 の 一 吉 で 軍 が 動く か ! 」 

「 っ つっ て いろ ! 」 

だ が 、 彼 ら の 頭目 が 、 そ の 詩 葉 を 制 し た 。 

彼 は 、 ヒ ュ ン ケル に 向い た まま 、 は っ きり と し た 声 で 、 一 つの 約 
束 を し た 。 

・ わ か っ た 。 す ぐに ここ を 発 と う 。 」 

驚い た の は 、 手 下 た ちの 方 だ っ た 。 

「 お 頭 ! 2 」 

「 お 前 た ち 、 早 く 準 備 し ろ ! 
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「 い いか ら や れ ! 」 

彼 は ヒュ ン ケ ル に 尋ね た 。 

「 何故 、 俺 た ち が こ こ に いる と 気付 いた ? 」 

その 吉 葉 は 、 ヒ ュ ン ケル が 、 偶 然 彼 ら を 見 つけ た の で は な いこ と 
は わか っ て いる と 、 語 っ て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 短く 答え た 。 
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「 靴 2 」 

「 足 の 裏 に いく つも の 獲 ( びょう ) が 入っ た よう な 、 軍 潜 に 近い 潜 


を 履く 者 な ど 、 こ の 付近 の 住人 で は な い 。 それは 、 荒 れ 地 を 遠 距 
離 、 旅 する 者 の 靴 だ 。 

そん な 足跡 が 森 の 中 に いく つも ある な ど 、 不 自然 極まりない 。 」 
「・・・ そ うつ いつ こと か 。 」 

盗賊 の 頭 は 、 感 嘆 の 声 を 漏らし た 。 

そし て 、 ヒ ュ ン ケル の 吉 葉 に 、 彼 は 確信 し た 。 

彼 は 、 ヒ ュ ン ケル か ら 視 線 を 外さ な いま ま 、 忠 いた 。 

「 どう や ら 俺 た ち は 、 虎 の 巣 に 手 を 突っ 込ん で いた よう だ 。 」 
頭 は 、 レミ ー ラ の 光 に 照ら され た ヒュ ン ケ ル の 面 を 見 た 。 輝 く 銀 
の 髪 が 、 呪 文 の 光 で 露 わ に な っ て いた 。 

手下 た ち が そ の 吉 葉 の 意味 を つか め ず に いる 中 、 盗 賊 の 頭 は 、 思 
い 出 す よ うに 吉 葉 を つづ けた 。 

「・・・ 銀 の 髪 に 、 光 の 闇 気 の 剣士 。 そ れ な り ) に 修 殺 場 を ぐぐって 
きた 者 な ら 、 思 い 当 た る 名 も ある 。 」 

彼 は 、 ヒ ュ ン ケル に 向かい 尋ね た 。 だ が 、 そ れ は 、 質 問 で は な 
く 、 確 認 に すぎ な か っ た 。 

「 大 勇者 アバ ン の 第 一 使徒 に し て 、 魔 王 軍 不死 騎 団長 。 

魔 語 戦士 ヒュ ン ケ ル と は 、 あ ん た の こと だ な 。 」 

「 悪党 に 名 乗る 名 な ど な い 。 立 ち 去 れ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 答え な か っ た 。 だ が 否定 も し な か っ た 。 

頭 は 、 苦 笑 を する と 、 ヒ ュ ン ケル に 一 礼 し て 中 を 返し た 。 

「 こ ん な と ころ に いよ うと は な 。 俺 た ち は 運 が 悪かっ た 。 」 

そし て 、 そ の まま 、 彼 は 手下 の 男 た ち に 撤収 を 指示 し た 。 

無論 、 マ ァ ム が 最後 まで か ば っ て いた 少女 た ちの テン ト に は 、 一 
切 、 手 を つけ な か っ た 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 盗 賊 た ちの 撤収 を 監視 し 、 そ の 後 も 、 口 モス 軍 の 
到着 まで 、 現 地 に 残っ て いた 。 

彼 は 、 ロ モス 軍 が 到着 する と 、 事 情 を 説明 し 、 盗 賊 の 一 群 が 向 
か っ た 方 角 と 彼ら の 特徴 を 伝え た 。 


それ ら が 終わ っ て 、 彼 が ネイ ル 村 に 戻っ た と き に は 、 も う 和 夜中 に 
な っ て いた 。 


ヒュ ン ケ ル が 自宅 に 戻る と 、 マ ァ ム が 彼 を 出迎え た 。 

「 ヒュ ン ケ ル ! よかっ た 。 』 

「 マ ァ ム 。 起 き て た の か 。 」 

マ ァ ム の 背後 に は 、 ネ イル 村 の 若者 た ちがい た 。 彼 ら は それ ぞ れ 
リビン グ の 椅子 に 座り 、 ヒ ュ ン ケル の 帰り を 待っ て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 彼 ら の 名 を 呼ん だ 。 

「 ア レク 、 シ モン 、 コンラート 。 

今日 は 助かっ た 。 感謝 する 。 」 

する と 、 ア レク が ヒュ ン ケ ル に 尋ね た 。 

「 ヒュ ン ケ ル 、 お 前 の 方 は どう な っ た ん だ ? 」 

「 ロ モス 軍 に 引き 継い で きた 。 事情 は 説明 し た 。 彼 ら が 逃げ た 方 角 
も 知ら せ た か ら 、 そ の うつ ち 捕まる だ ろう つう 。 」 

EE カ NS 大 な 。、』 

「 あ あ 、 思 っ た より も 到着 が 早かっ た 。 

ずい ぶん 急 が せ て くれ た ん だ な 、 コ ン ラ ー ト 。 

あり が と う 。 」 

そう 吉 っ て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 あ どけ な さ の 残る 青年 に 向き 下っ 
た 。 

その 吉 葉 に 、 コ ン ラ ー ト は 、 照 れ た よう に は に か ん だ 。 

彼 は まだ 若い が 、 こ の ネイ ル 村 の 長老 の 孫 だ 。 人 の 話 を よく 聞く 
し 、 偉 ぶっ た と ころ の な い 素 直 な 若者 だ 。 い ずれ 、 長老 の 代わ り に 
この 村 を まとめ て いく の だ ろ っ うつ 。 

コン ラー ト は 、 照 れ な が ら も 、 吉 葉 を 返し た 。 

「 い いえ 。 ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム の 名 前 を 出し た ら す ぐに で し た よ 。 
マ ァ ム の 身 が 危な い 、 ヒュ ン ケ ル が こう 説明 し て いる っ て 吉 っ た 
ら 、 そ れ は 大 変 だ っ て すぐ に な っ て 。 ロ モス 軍 の 動き は 早かっ た で 
すね 。 」 

「 す ぐに 通し て も ら え た の か 。」 

「 え え 。 も と も と 兵舎 に は 、 森 の 警備 の 関係 で 、 話 を し に 行っ た こ 
と が あり まし た か ら 。」 
oe だ の だ な 。 

も ちろ ん 、 だ か ら こ そ 、 わ ざわ ざ 彼 を 派遣 し た の だ 。 話 が す ぐに 


通る よう に と 。 

人 曲 き な が ら 、 ヒ ュ ン ケル は 吉 葉 を 返し た 。 

「 俺 た ち で あの 一 団 を 捕え て 軍 に 引き 渡す の は 難し か っ た 。 早々 に 
追っ て も ら え て 助かっ た 。」 

次 に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム に 尋ね た 。 

「 マ アァ ム 、 女 の 子 た ち は 大 丈夫 か ? 

「 母 さん が 見 て くれ て いる わ 。 今日 は 落ち 着 か せる 方 が 先決 だ か 
ら 、 と に か く 寝 か せる っ て 、 母 さん が 。 

ダナ と イレ ナ も つい て いて くれ て る 。 」 

マ ァ ム は 、 友 人 の 女性 二 人 の 名 前 を あげ た 。 

「 あ あ 、 二 人 が 現場 に 来 て くれ て いた か ら な 。 女 性 が いて よかっ 
だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル が そう 吉 う と 、 マ ァ アム は 、 そ れ が 聞き た か っ た と 吉 わ 
ん ば か り に 彼 に 尋ね た 。 

「 私 も 驚い た わ 。 ヒ ュ ン ケル 、 い つの 間 に あ ん な 作戦 考え た の ? 」 
ヒュ ン ケ ル は 、 淡 々 と マ ァ ム に 説明 を し た 。 そ れ は 、 ア レク 達 、 
現場 に 出向 いた 者 た ち に し た 説明 と 同じ だ っ た 。 

「 あい つら の 潜ん で いる お お よそ の 場所 は 、 わ か っ て いた 。 自然 に 
立ち 去っ て くれ れ ば いい と 思っ て いた ん だ が ・ 

マ ア ァ アム は 、 ヒュ ン ケ ル と 姿 賊 の 頭 の 会 話 を 思い 出し な が ら 彼 に 尋 
ね た 。 

「 知 っ て いた の ? 足跡 で 2 」 

ヒュ ン ケ ル は 叙 い た 。 

「 あ あ 。 

盗賊 団 と の 確信 は な か っ た が 、 ま と も な 集団 で は な い だ ろ つう つと は 
まつ で だ 。 

それ に あの あたり の 地形 も 把握 し て いた 。 和 姿 を 隠す な ら 、 土 地 が 
下がっ て いる と ころ が いい と 考え る だ ろ つ な 、 と 。 

だ が 、 彼 ら に と っ て は 、 今 回 は それ が あ だ に な っ た 。 」 
つう ご と 7? ュ 

「 土地 が 下がっ て いる と いう こと は 、 高 所 か ら の 攻撃 に 弱い と いう 
こと だ 。 

この 森 で 、 そ ん な 攻撃 を 受け る と は 思わ な か っ た の だ ろう つう 。 そ れ 


を 逆手 に 取っ た 。 」 

「 あ 、 だ か ら 、 弓 だ っ た の 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 首 を 縦 に 振り 、 吉 葉 を つづ けた 。 

「 残 滅 が 目的 で は な か っ た か ら な 。 いち早く 、 彼 ら に 立ち 去っ て も 
ら つ に は 、 こ ちら を 大 きく 見 せる 必要 が あっ た 。 

シモ ン が 集め て くれ た の が よかっ た 。 ま さか 、 1 0 人 程度 だ っ た 
と は 、 そ れ も 女 性 も 入っ て いた と は 、 彼 ら も 思わ な か っ た だ ろ 
つ 。 」 

ヒュ ン ケ ル が そう 喜 う と 、 シ モン も 嬉し そう に 笑み を 浮か べた 。 
あの と き 、 ヒ ュ ン ケル は 、 シ モン に 集め て も ら っ た 1 0 人 程度 の 
ネイ ル 村 の 若者 を 和 森 の 中 に 配置 し た 。 あ る 者 は 、 少 し 離れ た 隆起 し 
た 地面 の 上 に 、 あ る 者 は 木 の 上 に 。 そ の 中 に は 、 女 性 の ダナ や イレ 
ナ の 姿 も あっ た 。 そ うつ し て 、 ヒ ュ ン ケル の 合図 で 一 斉 に 弓 を 引き 、 
矢 を 射 か ける よう に と 指示 を し て いた の だ 。 

その 合図 が 、 空 へ と 放っ た 闇 気 弾 だ っ た 。 

いま の ヒュ ン ケ ル で は グラ ンド クル ス 八 の 闘気 を 連発 させ る こと 
は 難し い 。 そ の 代わ り に 、 本 来 の 使い 方 で ある 、「 小 さく 放つ 」 賠 
気 を 使っ た 。 

ヒュ ン ケ ル の 説明 に 、 ア レク も 彰 い た 。 

「 ヒ ュ ン ケル に 、 精 度 は どう で も いい! と 吉 わ れ た と き は 意味 が 分 か 
ら な か っ た が 、 こつ も うど と だ っ だ と は な 。 

俺 も 久しぶり に 弓 を 引い た 。 」 

「 かく乱 が 目的 だ っ た か ら 、 矢 が 飛び さえ すれ ば よかっ た ん だ 。 」 
「 つ まく 行っ て よかっ た 。 」 

ヒュ ン ケ ル と アレ ク が 吉 葉 を 交 < わし て いる と 、 シ モン が 口 を は さ 


前 PMS 
旨 の 視線 が 彼 に 集 
「 俺 、 今 まで 、 析 た けい っ て 、 何 の 訓 績 も し て な い 
し 、 強 くも な いか ら 、 っ て 思っ て た 。 
それ は 事実 な ん だ けど さ 、 だ か ら 、 マ ァ ム が 警備 を や っ て くれ て 
て 、 マ アム 強い か ら な っ て 、 そ こ に 何 の 疑 問 も な か っ た 。 
で も さあ ・・・。」』 


シモ ン は そこ で 吉 葉 を 区 切る と 、 感 居 げに つぶ や いた 。 

「 俺 た ち で も 、 村 を 守れ る ん だ な ・・・。」 

アレ ク が シモ ン の 頭 を 軽く た た き 、 い さめ た 。 

「 俺 た ち は 、 ヒ ュ ン ケル の 喜 つ うと お り に し た だ け だ ろ 。 」 

「 それ で も だ よ ! それ で も 、 こん な 風 に 次 宮 央 団 を 追い 払う つこ と が で 
きる な ん て 思わ な か っ た ん だ 。 

だ っ て 、 あ いつ ら 、3 0 人 2 も っ と か ? そ の くら いい いた だ ろう つう? 
そん な の 追い 払う な ん て 、 絶 対 無理 だ っ て 、 今 まで だ っ た ら 思 つう 
だ ろ つ ? 

だ か ら 。 」 

そう し て シモ ン は 、 ま た 、 斉 葉 を 区 切る と 、 つ っ すら と 目 に 涙 を 
0 ua 

「 だ か ら ・・・ 俺 た ち で も 村 を 守れ る ん だ っ て 思っ て ・・・。 

52 から So 

その 吉 葉 に 、 ア レク も 、 コ ン ラ ー ト も 閣 い た 。 
SDM や ea 

2 つの 2 

ヒュ ン ケ ル は 、 穏 や か な 笑み を 浮か べ る と 、 彼 ら に 感謝 を 伝え 
た 。 謝 辞 を 述べ る 。 

「 ああ 、 そ うだ 。 

今日 の こと は 、 皆 の お か げ だ 。 

あり が と う 。 

その 吉 葉 を 受け た 、 村 の 若者 た ちの 面 に は 、 誇 らし げ な 笑顔 が 
上 っ て いた 。 


アレ ク た ち が 帰 宅 す る と 、 マ アム は ヒュ ン ケ ル と と も に 、 2 階 の 
寝室 に 上 が っ た 。 

マ ァ ム は 寝室 で ベッ ド の 縁 に 腰 を か けた 。 大 きく た め 息 を つく 。 
する と 、 ヒ ュ ン ケル も 彼女 の 左 隣 に 腰かけ た 。 
時 

5 

マ ァ ム の 返事 は 浮か な か っ た 。 彼女 は 、 ヒュ ン ケ ル に 対し 、 申 し 
訳 な さ を 感 じ て い た 。 


マ ァ ム は 顔 を 上 げ 、 思 い 切 っ て 彼 に 尋ね た 。 

「 ヒュ ン ケ ル 、 怒 っ て な い の ?」 

する と 、 ヒュ ン ケ ル は 不思議 そつ な 顔 で 彼女 を 見 つめ た 。 

「 何故 だ 」 

・ だ っ て 、 私 が 一 人 で 先 に 行っ ちゃ っ た か ら ・・・。」 

マ ァ ム が そう 吉 う と 、 む し ろ ヒ ュ ン ケル が 顔 を 曇ら せ 、 申 し 訳 な 
さそ うな 表情 を 浮か べた 。 

「 い や 、 お むしろ 、 お 前 が 突入 する 前 に 見 つけ られ な く て 済ま な か っ 
た 。 その 前 に 合流 で きれ ば よかっ た ん だ が 。 」 

「 そん な の 無理 よ 。 だ っ て 、 私 、 隠 れ て た か ら 。」 

マ ア ァ ム は 食い 気味 に 反論 し た 。 そ し て 、 い っ そう 眉 根 を 寄せ 、 下 
を 向い て い た 。 

「・・・ ご めん な さい 。 心配 し た わ よ ね 。 」 

2 ヒュ ン ケ ル は 、 右 手 で ゆっ くり と 彼女 の 髪 を 撫で た 。 

・ あ あ 。 で も 、 お 前 の 気持 ち も わ か る 。 」 

5 の 時 に に に に に 

「 助け た か っ た ん だ ろう ? エリ カ を 。 彼女 だ け じ ゃ な い 、 他 の 女 の 
子 た ち も 。 」 

swas ら らち ネ スン 

マ ァ ム は つ な ず いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 吉 葉 を つづ けた 。 

「 マ ァ ム 、 お 前 は 強い 。 こ の 村 で 一 番 強い 。 

体 を 壊し た 俺 より も 、 あ の 頃 の 強 さ を 維持 し て いる お 前 の 方 が 、 
武力 で 優 っ て いる の は 俺 に も わか る 。 

お 前 か ら 見 た ら 、 俺 も 、 村 の 者 た ち も 、 頼 りな いこ と だ ろう 。 』 
「s マ ぁ そ ん な こと ・・*。 』 

マ ァ ム は 顔 を あげ た 。 

彼女 が 首 を 模 に 降ろ うつ と する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 彼女 の 目 を まっ 
すぐ に 見 て 、 語り 掛け た 。 

「 俺 も 、 村 の 者 た ち も 、 皆 、 お 前 の よう に 戦う こと は で き な い |。 
だ が 、 マ ァ ム 、 俺 た ち は 、 違 う 戦い 方 な ら で き る 。 」 

Us sns つ 、 戦 り 方 さく で 

マ ァ ム の つぶ や き に ヒュ ン ケ ル も 作 い た 。 


「 ああ 。 今日 に し て も そう だ 。 

力 が 弱く 、 戦 う 訓練 を 受け て いな い 村 の 者 達 で も 、 今 回 の よう 
に 、 自 分 た ち を 大 きく 見 せ 、 相 手 を か く 乱 させ る こと は で きる 。 そ 
れ が 、 彼 ら の 自信 に も つなが っ た 。 」 

マ ァ ム は 、 誇 らし げ な シモ ン の 表情 を 思い 浮か べた 。 俺 た ち で も 
村 を 守る こと が で きる ん だ と 吉 っ た 彼 の 表情 は 、 自 信 と 感 慌 に 満ち 
て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 詩 葉 を つづ けた 。 

「 だ か ら マ ァ ム 、 も っ と 俺 た ち を 頼っ て いい!。 

お 前 か ら 見 た ら 、 不 十分 な 力 し か 持た な い 俺 や 村 の 者 達 加 
う や っ て 、 他 の 戦い 方 で お 前 の 力 に な る こと が で きる 。 

お 前 は 村 の 皆 の 誇り だ 。 

お 前 の た め な ら 、 皆 、 喜 ん で 力 を 貸し て くれ る さ 。 

も ちろ ん 、 俺 も な 。 」 

そつ う 吉 っ て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 い た ずら めい た 笑み を 最後 の 吉 葉 に 
沿え た 。 

マ ァ アム は 、 胸 が 熱く な っ た 。 

今 ま で 胸 に 秘め て いた こと 、 ヒ ュ ン ケル の 誇り を 傷つけ る の で は 
な いか と 思い 喜 え な か っ た 吉 葉 が あっ た 。 

いま な ら 、 そ れ が 吉 え そう な 気 が し た 。 

マ ァ ム は 、 思い の 苑 を 衣 本 と と も に 叶 き 出し た 。 

・・・ 私 ・・・ 村 を 守り た か っ た の ・ 村 の みん な を ・・・。 

寺 放 に Sc お NE の と お 

守り た か っ た 。 

その 吉 葉 は 、 涙 に に じん で 消え て いっ た 。 

だ が 、 吉 葉 に な ら な か っ た その 思い は 、 ヒ ュ ン ケル に は 伝わっ た 
KO だ のり だ 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 ま た 、 マ ァ ム の 髪 を 撫で な が ら 、 計 葉 を 紡い だ 。 
「 ああ 。 お 前 の 気持 ち は わ か っ て いる 。 

それ は 嬉し いい 。 

お 前 は 強い 。 こ の 村 の 誰 よ り も 強い 。 

だ が 、 お 前 が すべ て を 背負 うこ と は な いん だ 。 」 

そう し て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム の 診 に 手 を 触れ る と 、 こ う 吉 っ 


た 。 

「 マ ァ ム 、 後 ろ を 向い て くれ な いか 。 」 

不思議 に 思い つつ も 、 マ ァ ム は ベッ ド の 緑 に 腰掛 けた まま 、 ヒ ュ 
ン ケ ル に 背 を 向け た 。 す る と 、 マ ァ ム の 両 居 を 大 き な 手 が 包ん だ 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 彼女 の 両 寺 に 手 を 添え 、 癒 す よ うに 、 そ の 双 衣 を 
ゆっ くり と 揉ん で いっ た 。 

いま まで 、 一 身 に 村 の 安全 を 乗せ て いた 、 そ の 小さ な 情 を 。 
温か な ぬく も り と 、 癒 す よ うに 流れ 込ん で くる 力 。 そ の 豆 葉 に 乗 
せ て 、 ヒュ ン ケ ル の 声 が 聞こ えた 。 

「 マ ァ ム 、 肩 の 力 を 抜い て 、 楽 に し て くれ 。 」 

記憶 の 底 か ら 、 同 じ 吉 葉 が 響い て きた 。 

同じ 台詞 、 同 じ 温 も り 。 

あれ は 、 い つの こと だ っ た の か 。 

随分 前 に 、 同 じ 想 い を 聞い た 気 が し た 。 

マ ァ ム は し ば し 、 そ の 心地 よさ に 身 を 委ね て いた 。 

次 第 に 、 マ ァ ム の 目じり に 涙 が 浮か び 、 そ れ が つう と 類 に 伝っ 


7 
「・・・ 私 、 守 っ て いた つも り だ っ た の に ・・・ 本 当 は 、 あ な た 
に ・・・ つ つう つん 、 み ん な に 守ら れ て いた の ね ・・・。」 


し か し 、 ヒ ュ ン ケル は 、 そ の 吉 葉 に 首 を 横 に 振っ た 。 

「 い や 、 そ ん な こと は な いさ 。 お 前 は ちゃ ん と 、 こ の 村 の こと を 
EEG で くれ だ 。 

も ちろ ん 、 俺 の こと も な 。 

お 前 が いる か ら 、 俺 は ここ に 、 こ の 村 に いる ん だ 。 

それ は 、 お 前 の お か げ だ 。 」 

そう し て 、 彼 は 、 吉 葉 を 区 切る と 、 マ ァ ム に 告げ た 。 

「 た だ 、 俺 も お 前 の 力 に な り た い 。 そ れ だ け だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 大 き な 両 手 が 、 マ ァ ム の か ら 離 れ た 。 

彼 は 、 両 受 で マ ァ ム を 抱き 寄せ る と 、 そ の 身体 を 腕 の 中 に IX め 
た 。 

耳元 で 、 も うど れ だ け 告 げた か わか ら な い 吉 葉 を 、 さ さや いた 。 
「 何 度 で も 吉 わ せ て くれ 。 

お 前 を 愛し て いる 、 マ アァ ム 。 」 


彼 の 腕 に 抱か れ 、 温 か さ に 包ま れ な が ら 、 マ ァ ム は 、 忠 いた 。 
・ 私 も 。 」 

その 温もり が 、 彼 女 を 想う 気持 ち が 、 流 れ 込 む 。 

か つて な い 安 心 感 に 包ま れ 、 マ アァ ム は 思っ た 。 

私 は 、 一 人 で は な い の だ 、 と 。 


彼女 を 包む お 彼 の 腕 が 、 こ の 村 を 守る よう に 枝 を 広げ て いた 、 教 会 
の 極 の 木 に 重なっ た 。 

神 の 力 が 宿る と 吉 わ れる 極 の 木 。 

この 村 に 長く 植え られ て いる あの 霊 木 は 、 い まこ の と きも 、 こ の 
村 を 、 そ し て 、 こ の 二 人 を 包み 、 静 か に ネイ ル 村 の 更け 往く 夜 を 見 
守 つ で も ! た 。 
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所 に し な く て も 問題 な い 則 設 定 
ここ まで お 読み いた だ き あ り が と う ご ざ いま し た ! 


何故 、 私 の 作品 で は ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 に いる の か 、 彼 は 戦士 と 
し て は どう なっ て いる の か 、 何 故 レ イラ で は な く マ アァ ム が 村 を 守っ 
て いた の か 、 こ れ ま で も 自分 な り に 決め て いた 設定 や 理解 を 盛り 込 
ん で 作っ た の が この 物語 で す 。 

そし て 、 マ ァ ム に か けた か っ た 言葉 を か けら れ た の で 、 作 者 と し て 
は 満足 し て いま す 。 

自己 満足 この 上 な いで す が 、 少 し で も お 楽し みい た だ け ま し た ら 幸 
いで す 。 


今回 は 人 手 不 足 に つき 、 モ プ ブ が 盛り だ くさ ん で 申し 訳 な いで す 。 
これ まで の ほか の 話 と の つなが けり を 出す た め に 、 一 部 の モブ に つい 
て は 、 す で に 他 の お 話 で 登場 し た 子 に 肉 付 けし て 登場 させ て いま 
す 。 

ご 参考 まで に 、 他 の お 話 に 登場 し て いる モブ プ に つい て は 、 ( 会 話 の 


中 で 存在 が 出 て いる も の も 含め て ) 下記 の と お り で す 。 


「 ある べき 未来 に 進 ひ むために 」7 
( https://wwwr.pixiV.netnovel/show.php?id=15406332 ) 
アレ ク 
「 初 忘 の ゆく えーside Maam 」 ( https://wwwr.pixiv.netnovel/show.php? 
id=16264257 ) 
ダナ 、 マ クシ ム 、 イ レナ 、 レ ネー、 ル カー シュ (登場 順 ) 
「 賢者 の お 告げ 」 ( https://wwwr.pixiv.netnovel/show.php? 
id=16772511 ) 
ダナ 
「 ア ー モ ンド の 花 」 (https://www.pixivnetVnovel/show.php? 
id=16935786 ) 
ダ 、: ポ 履 天 


弓 兵 隊 10 人 (シモ ン を 除い て 1 0 人 いた ) に つい て は 、 名 前 や 年 
具 、 立場 を 決め て は いた の で す が 、 全 員 を 出す と や や こし く な る の 
で 、 登 場 を 制限 し まし た 。 ま た どこ か で 出 て 来る や も し れ ま せん 
(待て ) 。 


独自 色 の 強い お 話 で 恐 綱 で し た が 、 こ こま で お 読み くだ さっ て あり 
が と う ご ざ いま し た ! 


